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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成30年12月 18日開催の取締役会において、最近の業績動向等を踏まえ、平成30年５月7日に

公表した平成31年３月期通期の連結業績予想の修正の実施を決議いたしましたので、下記の通りお知らせいた

します。 

 

記 

１．業績予想の修正について 

（１）平成31年３月期通期連結業績予想数値の修正 

（平成30年４月１日～平成31年３月31日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 百万円 

18,025 

百万円 

2,200 

百万円 

2,215 

百万円 

1,560 

円 銭 

106.90 

今回修正予想（Ｂ） 18,025 2,545 2.545 1,790 122.42 

増減額（Ｂ－Ａ） 0 345 330 230 - 

増減率（％ Ｂ対Ａ） 0.0 15.6 14.8 14.7 - 

（ご参考）前期実績 

（平成30年３月期）（Ｃ） 
16,383 1,968 2,010 1,395 95.69 

増減率（％ Ｂ対Ｃ） 10.0 29.3 26.6 28.3 - 

（注）当社は、平成29年 10月１日を効力発生日として普通株式１株につき３株の割合をもって株式分割

を行っているため、前連結会計年度（平成 30 年３月期）の期首に当該株式分割が行われたと仮定

して、１株あたり当期純利益を算出しております。 

 

（２）業績予想の修正の理由 

当社は予てより、企業のIT投資の中でも成長領域であるクラウド・ビッグデータ・ＡＩなどのデジタル

トランスフォーメーション領域を中心に事業を拡大してまいりました。 

このような取り組みにおいて、連結業績の通期の利益につきましては、当社の一丁目一番地の施策であ

る提案力の強化やサービス品質・生産性向上、上流工程からの提案・受注に注力した結果のコンサルティ

ング事業の拡大等により上記の領域を中心に一人当たり売上高が向上したことに加え、プロジェクト管理

の精緻化による不採算プロジェクトの撲滅等により、人件費・労務費およびシステム投資費用等の追加的

なコストを踏まえても、営業利益は対前年比 29.3％増（同 577 百万円増）の 2,545 百万円（営業利益率
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14.1％）を見込んでおります。 

これらを踏まえ、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益について前回発表の業績予想

の修正を行うものであり、これらの業績予想値はいずれも、当社の過去最高値となる見込みです。 

 

（注）上記の予想値は、現時点における入手可能な情報に基づいて算出しておりますが、実際の業績は今後の

様々な要因により、予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 

以上 


